
  

  

１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期  1,265  △4.4  21  －  22  －  22  －

22年3月期第１四半期  1,323  △27.5  △19  －  △24  －  △191  －

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期  62  86  －      

22年3月期第１四半期  △525  62  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期  6,078  1,676  27.6  4,601  69

22年3月期  5,945  1,693  28.5  4,649  77

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 1,676百万円 22年３月期 1,693百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  － － － － 20 00  20  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  － － － － 25 00  25  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,600  △2.5  50  －  45  －  30  －  82  36

通期  5,200  4.6  100  281.6  85  958.2  55  －  150  99



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 400,000株 22年３月期 400,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 35,733株 22年３月期 35,733株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 364,267株 22年３月期１Ｑ 364,453株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)における日本の経済情勢は、特別減税等の

景気刺激策によって一時的な消費回復の兆しを見せてはおりますが、依然として雇用不安や財政危機に対する国民

の不安感が払しょくできておらず、総じて政治混迷による先行き不透明感が多くの業界に影響を与えている状況で

あります。 

 このような環境の中で当社グループの状況は、住宅着工戸数が依然低調に推移している中、少ない商圏を確実に

獲得するべく新しい商品やサービスを打ち出し、既存の販売方法から脱却を図るべく取り組んでまいりました。中

でも木材・建材部門の売上高は、新商品やお値打品等の提案営業を推進し更に配送効率の改善や仕入先の協力を得

て、お客さまに満足いただける販売形態を確立してまいりました。 

 不動産部門では、賃貸物件の既存契約見直しによる収入増に加え、子会社である三重ナゴヤホームズのマンショ

ンがここにきてようやく販売にこぎつけたことで、売上高は昨年に比べ大きく上回りました。 

 この結果、当社グループの当第1四半期連結会計期間の売上高は1,265百万円（前年同期比58百万円減、4.4％

減）、経常利益22百万円（前年同期は経常損失24百万円）、四半期純利益は22百万円（前年同期は四半期純損失

191百万円）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第1四半期連結会計期間末（平成22年6月30日現在）の当社グループの財政状態は、昨年より続いている売上高

の低迷はあるものの、前連結会計年度末に比較して売上債権が37百万円増加しました。仕入に関しては売上高に比

例する取売り商品の増加によって、仕入債務は前連結会計年度末に比較して93百万円の増加となりました。一方た

な卸資産は長期在庫品の評価洗い替えと子会社三重ナゴヤホームズのマンション販売の売れ行きによって、前連結

会計年度末に比較して69百万円減少しました。 

 有形固定資産は特に動きがなく前連結会計年度末に比較して10百万円の減少となり、投資有価証券につきまして

は株価を大きく落とした銘柄が多かったため、前連結会計年度末に比較して53百万円減少しました。借入債務につ

きましては、長期借入金が増加したことにより前連結会計年度末に比較して68百万円増加しました。これらを統合

して現金及び預金の合計は、前連結会計年度末に比較して234百万円増加しております。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比較して0.9ポイント減少し27.6％となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 日本経済を取り巻く経済環境は、為替相場や株価に見られるように大変不安定な状況にさらされており、自動車

産業を中心とした輸出依存の企業にとってはまだまだ予断を許さない状況であります。そして住宅産業にとっても

雇用不安やデフレ経済の影響から、新設住宅着工戸数は以前のような年間100万戸を超えるような状況は見込めな

いのが現状であります。 

 このような状況の下、当社グループでは既存の商売だけでは先細り感が否めない事を痛感し、新事業に向けた諸

施策を構築しております。特に今後注目されるであろうリフォーム産業に着目して、既存の得意先様だけではなく

新たな顧客の獲得にも注力してまいります。 

 平成23年3月期通期の業績予想につきましては、木材・建材部門の国産材商品の拡充と上記のリフォーム事業展

開を中心として、子会社の三重ナゴヤホームズで新たな分譲物件の建築・販売にも注力し、前期比増収を予想して

おります。利益につきましては、上記施策に加え昨年から引き続き実施している配送コスト低減や注力先に対する

営業力の特化などで営業利益、経常利益の確保に努め増益の予想であります。 

 当期における1株当たり株主配当金につきましては、現時点では増収増益の予想を立てており当第1四半期連結会

計期間の状況を考慮して、前年度の配当金より５円増やし25円00銭とさせていただきました。 

 今後とも株主皆様のご期待に添うべく更なる収益向上に努めていく所存です。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 (簡便な会計処理)  

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を案分して算定する方法によって

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



おります。 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定にあたり加味する加減算項目や税額控除項目を、重要な

ものに限定しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 (会計基準などの改正に伴う変更) 

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これによる影響はありません。 

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 770,381 535,709

受取手形及び売掛金 1,014,049 976,257

商品及び製品 538,064 600,893

仕掛品 22,224 28,718

原材料 4,789 5,053

その他 52,904 69,733

貸倒引当金 △4,700 △12,627

流動資産合計 2,397,713 2,203,738

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,561,610 2,561,610

その他（純額） 567,428 578,383

有形固定資産合計 3,129,038 3,139,993

無形固定資産 1,485 1,485

投資その他の資産   

投資有価証券 453,952 507,541

その他 134,334 130,841

貸倒引当金 △38,039 △38,303

投資その他の資産合計 550,246 600,078

固定資産合計 3,680,771 3,741,558

資産合計 6,078,484 5,945,296

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,091,818 998,469

短期借入金 802,000 898,500

1年内返済予定の長期借入金 554,308 492,988

未払法人税等 1,206 2,034

賞与引当金 17,000 10,000

その他 87,799 100,271

流動負債合計 2,554,132 2,502,265

固定負債   

長期借入金 994,435 890,997

繰延税金負債 610,642 618,297

退職給付引当金 78,756 74,326

役員退職慰労引当金 7,150 7,150

受入保証金 148,392 148,677

その他 8,730 9,825

固定負債合計 1,848,107 1,749,274

負債合計 4,402,240 4,251,539



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,479,460 1,463,848

自己株式 △107,673 △107,673

株主資本合計 1,578,354 1,562,741

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 97,890 131,015

評価・換算差額等合計 97,890 131,015

純資産合計 1,676,244 1,693,757

負債純資産合計 6,078,484 5,945,296



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,323,579 1,265,274

売上原価 1,141,435 1,049,674

売上総利益 182,144 215,599

販売費及び一般管理費 202,140 193,940

営業利益又は営業損失（△） △19,996 21,658

営業外収益   

受取利息 8 104

受取配当金 5,590 6,451

仕入割引 4,919 3,954

その他 1,593 4,641

営業外収益合計 12,112 15,152

営業外費用   

支払利息 14,289 11,519

売上割引 2,308 2,128

その他 318 472

営業外費用合計 16,916 14,120

経常利益又は経常損失（△） △24,800 22,689

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3,838 8,191

特別利益合計 3,838 8,191

特別損失   

固定資産処分損 174,215 94

減損損失 4,927 －

たな卸資産評価損 112,759 －

事業構造改善費用 10,961 －

特別損失合計 302,863 94

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△323,825 30,786

法人税、住民税及び事業税 794 628

法人税等調整額 △132,810 7,259

法人税等合計 △132,015 7,888

少数株主損益調整前四半期純利益 － 22,898

少数株主損失（△） △247 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △191,562 22,898



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△323,825 30,786

減価償却費 12,854 11,062

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,000 6,999

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,648 4,429

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,970 △8,191

受取利息及び受取配当金 △5,599 △6,555

支払利息 14,289 11,519

固定資産処分損益（△は益） 174,215 94

減損損失 4,927 －

たな卸資産評価損 112,759 －

事業構造改善費用 10,961 －

売上債権の増減額（△は増加） 210,054 △37,792

たな卸資産の増減額（△は増加） 23,495 69,587

仕入債務の増減額（△は減少） △188,115 93,348

預り保証金の増減額（△は減少） 57,580 △5,220

その他 △1,150 11,381

小計 91,827 181,451

利息及び配当金の受取額 5,599 6,555

利息の支払額 △14,074 △11,400

法人税等の支払額 △11,308 △1,282

営業活動によるキャッシュ・フロー 72,043 175,324

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △201

投資有価証券の取得による支出 △24,672 △328

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,672 △530

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 225,500 △96,500

長期借入れによる収入 300,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △308,111 △135,242

配当金の支払額 － △7,285

その他 △1,094 △1,094

財務活動によるキャッシュ・フロー 216,294 59,878

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 263,665 234,671

現金及び現金同等物の期首残高 648,305 505,709

現金及び現金同等物の四半期末残高 911,971 740,381



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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